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内外交差点

（コミタクモビリティサービス会長） 第６／12回岩村　龍一氏

　今、タクシー業界は未曾有の大変革期を迎えていま

す。科学技術の進歩がもたらしたＩＴ革命と共に、

人々の価値観や生活習慣が様変わりしたのですから当

たり前と言えば当たり前のことなのですが、この変化

を受け入れ飛躍をして行かなければならない時期を迎

えています。しかし、変えるべきものがある一方で、

社会においても企業においても、変えてはいけないも

のがあることも世の真理です。倫理観や責任感はもち

ろん、特にビジネスにおいては、ただ儲かればいいと

すれば破綻することは歴史が証明しています。それで

は何を変えてはいけないのでしょうか？それは、企業

理念や社是、あるいはビジネスコンセプトと呼ばれま

すが「何のためにこの会社は存在するのか」「何を

もって善しとするのか」という自社の「在り方」で、

行動の指針となる明確な物差しです。これがなけれ

ば、会社は変化をしようとする度に右往左往し、場当

たり的な対応に終始して、持続可能なものにはならな

いでしょう。この大変革の時期だからこそ、自社には

この物差しが重要なのです。

　さて、弊社が創業したのは21年前のことです。2002

年の規制緩和を受けてタクシー事業を創業したいわゆ

る「新免組」ですが、実は創業前、タクシー事業をや

ろうとは思っていませんでした。私はそれまで隣の芝

生である貨物運送会社を経営していましたが、バブル

が弾け競争が激化し、おまけに主要荷主であった地場

産業も衰退して、経営の危機に陥りました。八方塞が

りの中、様々な人々と出会い、貴重な経験をいくつも

して、結局、お金お金という世の中や自分自身に嫌気

がさし、「生き方」自体を変えようと私は決意しまし

た。笑われるような青臭い志ですが「もうお金には媚

びない、他人様からありがとうと言ってもらって飯を

食って行くんだ」というものでした。本業を通じて社

会貢献するというコミュニティビジネス、今ではソー

シャルビジネスと呼ばれるようですが、まさにコミュ

ニティビジネスを実現する会社を起業したいと思った

のです。

　創業時、具体的に何で社会に役立つかを考えた時、

目についたのはシル

バータウン化して行

く我が町の団地の姿

でした。高度成長で

郊外に広がった団地

が一気に高齢化を迎

え、地理的にも人的

にも孤立して行くことは目に見えていました。誰が年

寄りの面倒を見るんだ？もちろん当時は介護保険制度

の影さえ見えない時代で、私は経営者仲間を誘い、同

業者が行っていた「便利屋サービス」を物まねで始め

ました。今では同様のサービスも増えましたが、当時

は誰もしていない事業です。なんでもやりますやって

みます！などと書いたチラシをばらまき、庭の草取り

やゴミの片づけ、家事の手伝いから身の上相談まで、

とにかく我々がなんとかしますと何でも引き受けまし

た。しかし、当然、簡単に軌道に乗るものではありま

せん。もうひとつ何か経営の柱が欲しいと思っていた

時、団地住民の外出手段が課題であることに気が付き

ました。丘の上にある団地から市街地まで自家用車が

なければ気軽に外出できません。「みんなの手」が要

るなら「みんなの足」も必要だと思いついたのです。

そこで「乗合ワゴン」を走らせることを計画するので

すが、当時の道路運送法がそれを許さず、規制緩和と

なっていたタクシー事業を開業するに至ったのです。

　当社の企業理念は「すべてはお客様のありがとうの

ために」、そしてビジネスコンセプトは「タクシーで

みんなの足に、便利屋でみんなの手に」というもので

す。その創業の想いは、売上の柱がバス事業にシフト

した今でも変わらず、今後も変えることはありませ

ん。乗合ワゴンは今や「デマンド交通」と呼び方が変

わり、スマホとＡＩ配車システムで稼働しています

が、形はあの時考えた乗合ワゴンのまま、市内の４エ

リアを走っています。

　タクシー事業は、地域に密着し住民に寄り添う仕事

です。単なる移動手段の提供ではないことは現場を知

る人なら誰もが頷く事実でしょう。それだけにやれる

ことは無限大にあるのではないでしょうか。どれだけ

ＩＴが進もうとＡＩが活躍しようと、我々にできるこ

とを見つめ直せば、この変化をチャンスにすることは

できると私は考えています。「働くとは傍を楽にする

こと」…この商売の基本を忘れず、自社のビジネスコ

ンセプトの再構築が、今求められているのだと思いま

す。

地域社会でタクシーはどう生きるのか?

コミタクのコンセプトとコミュニティビジネス


